
 
 

           

 

 

新
年
度
を
迎
え
て 

 

本
法
人
代
表
理
事
・ 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

大
日
向
雅
美  

四
月
、
春
た
け
な
わ
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。
新
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し 

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

 

昨
年
度
は
、
お
陰
様
で
本
法
人
の
子
育
て
・
家
族

支
援
の
活
動
も
い
っ
そ
う
の
拡
が
り
と
共
に 

深
さ
を
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

養
成
講
座
は
、
港
区
・
千
代
田
区
・
浦
安
市
で
３

級
・
２
級
共
に
順
調
に
回
を
重
ね
、
さ
ら
に
は
愛
知

県
高
浜
市
に
お
い
て
小
規
模
型
乳
児
保
育
を
担
う

方
々
の
養
成
と
い
う
新
た
な
企
画
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
住
友
生
命
相
互
保
険
会
社
の

ご
助
成
を
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
体
職
員
研
修
は
、

さ
ら
に
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
助
グ
ル
ー
プ
の
活
動
へ
と

繋
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
（
詳
細
は
２
・
３
頁
を
ご

覧
下
さ
い
）。
本
法
人
が
こ
う
し
て
地
域
の
育
児
力
向

上
の
た
め
の
働
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
力
添
え
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
、
改
め
て
感
謝
申
し 

上
げ
ま
す
。  

 

                   

 
さ
て
政
府
の
子
育
て
支
援
策
も
、
当
初
は
子
ど

も
手
当
て
の
支
給
等
、
現
金
給
付
に
話
題
と
関
心

が
集
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き

て
、
よ
う
や
く
子
育
て
支
援
の
全
体
像
が
示
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
下
図
の
子
ど
も
・

子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
子
育
て
は
親
や
家
庭
だ
け

が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
支
え
、
見

守
る
と
い
う
理
念
と
共
に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

の
重
要
性
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
二
〇
一
七
年
ま
で
に
は
、
出
産
育
児
後
に
希
望

す
る
全
て
の
人
が
仕
事
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
新
成
長
戦
略
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
新
た
な
子
育
て
シ
ス
テ
ム
を
成
就
す

る
た
め
に
も
、
地
域
の
育
児
力
向
上
に
む
け
た
皆

様
の
活
躍
が
真
に
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
た
と

い
え
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
企
業
が
、
心
を
一
つ

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
励
ん
で
い
け
た
ら
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
年
度
も
引
き
続
き
、

本
法
人
の
活
動
を
見
守
り
、
ご
助
力
下
さ
い 

ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
代
田
区
の
吉
野

氏
・
高
浜
市
の
都
築
氏
・
浦
安
市
の
佐
々
木
氏
が
、

ご
退
職
・
ご
異
動
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
御
礼
と
共
に
、
益
々 

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

                     

                        

    
               

  

 
 
  
 
 
 

 

特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

 

子育てひろば「あい・ぽーと」 
住所：107-0062 東京都港区南青山 2-25-1 

電話：０３－５７８６－３２５０ ＦＡＸ:０３－５７８６－３２５６ 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ai-port.jp  

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 
マオリ語で虹を意味しています。 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

全国版子育て・家族支援者養成講座事務局 
住所：〒106-0031 東京都港区西麻布 2-24-25-509 

電話：０３－６６５７－８５３９ ＦＡＸ：０３－３４９９－８５３９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：station@ai-port.jp   

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

全国子育て・家族支援者ニューズレター 

2010.4.20 

 

通 信 
第９号 

6

基本理念の転換
（子どもと子育てを応援する社会）

バランスのとれた
総合的な子育て支援

待機児童の解消等に
向けた明確な数値目標

（５年後の姿）

「男性の育児参加」を重視

「企業の取組」を促進

「地域の子育て力」を重視

○子どもが主人公（チルドレン・ファースト）
○「少子化対策」から「子ども・子育て支援」へ
○生活と仕事と子育ての調和（M字カーブを台形型へ）

家族や親が子育てを担う
≪ 個人に過重な負担 ≫

社会全体で子育てを支える
≪ 個人の希望の実現 ≫

・子ども手当の創設

・高校の実質無償化

・児童扶養手当を父子家庭にも支給

・生活保護の母子加算

・待機児童の解消に向けた保育や放課後
対策の充実

・幼保一体化を含む新たな次世代育成
支援のための包括的・一体的な制度
の構築に向けた検討

○潜在的な保育ニーズに対応した保育サービスの拡充

○放課後児童クラブの充実（主に小学校１～３年）

〔現状〕 3歳未満児の ４人に１人（24％） 〔H26〕 3歳未満児の ３人に１人（35％）

3歳未満児 ： 75万人
全体 ： 215万人

〔現状〕 ５人に１人（81万人） 〔H26〕 ３人に１人（111万人）

○男性の育児休業取得を促進

〔現状〕 男性育児休業取得率 １．２３％ 〔H29〕 １０％

○男性の育児参加を促進

〔現状〕
６歳未満の子どもをもつ

男性の育児・家事時間 〔H29〕 １日 ２時間３０分１日 ６０分

○次世代認定マーク（くるみん）の取得促進（652企業⇒ 2,000企業）

○入札手続き等における対応の検討（企業努力の反映などインセンティブ付与）

○すべての中学校区に地域子育て支援拠点を整備（7,100か所⇒ 10,000か所）

○商店街の空き店舗や学校の余裕教室･幼稚園の活用

「子ども・子育てビジョン」

≪子育て家庭等への支援≫ ≪保育サービス等の基盤整備≫

3歳未満児 ： 102万人
全体 ： 241万人

＜保育サービスを受けている子どもの割合＞

※ 年５万人の増

＊参考指標

＊参考指標

 



Illustrated by GEN 

【行
政
関
係
者
の
ご
異
動

】 
○ 
千
代
田
区
児
童
・家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

 
 

（前
）吉
野 

紀
子
様
→
（新
）峯
岸 

邦
夫
様  

○ 

高
浜
市
こ
ど
も
未
来
部
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ 

（前
）都
築 
真
哉
様
→
（新
）磯
村 

順
司
様  

○ 

浦
安
市
こ
ど
も
部
こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
係 

佐
々
木
一
嘉
様
は
担
当
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

～
吉
野
様
、
都
築
様
、
佐
々
木
様 

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
～ 

～
峯
岸
様
、
磯
村
様 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
～  

【二
〇
〇
九
年
度
講
座
報
告

】 

二
〇
〇
九
年
度
も
全
国
で
多
く
の
方
が
養
成
講
座

を
修
了
さ
れ
、
様
々
な
場
所
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

<

港
区>

 
 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
三
級
第
Ⅷ
期 

三
月
二
十
五
日
終
了 

認
定
者
数
三
十
二
名 

 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
二
級
第
Ⅵ
期 

十
二
月
十
一
日
終
了 

認
定
者
数
十
六
名 

 <

千
代
田
区>

 

 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
三
級
第
Ⅳ
期 

七
月
十
七
日
終
了 

認
定
者
数
七
名 

 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
二
級
第
二
期 

十
二
月
四
日
終
了 

認
定
者
数
六
名 

 <

浦
安
市>

 
 《

一
般
コ
ー
ス
》 

 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
三
級
第
Ⅳ
期 

七
月
十
三
日
終
了 

認
定
者
数 

三
十
二
名 

 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
二
級
第
Ⅲ
期 

十
二
月
七
日
終
了 

認
定
者
数 

十
名 

《
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
指
導
員
コ
ー
ス
》 

 

○ 

養
成
講
座
三
級
第
Ⅳ
期 

七
月
十
三
日
終
了 

認
定
者
数
八
名 

 

《
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
》 

○ 

養
成
講
座
集
中
講
義
第
Ⅲ
期 

三
月
二
十
三
日
終
了 

認
定
者
数
三
名 

 

<

高
浜
市>

 
 

○ 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
第
Ⅱ
期 

九
月
一
日
終
了 

認
定
者
数 

十
五
名 

 

【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
開
講
予
定
】 

<

港
区>

 
 

四
月
十
七
日(

土)

九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分 

内
容 
布
絵
本
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 
 
 
 

講
演
「
子
育
て
マ
マ
の
成
長
」 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階 

（
申
込
は
終
了
致
し
ま
し
た
。） 

 

五
月
二
十
八
日
（
金
）
十
六
時
か
ら
十
七
時
三
十
分 

内
容 

活
動
報
告
＆
話
し
合
い 

（
三
級
・
二
級
分
か
れ
て
の
報
告
も
予
定
） 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階 

 <

千
代
田
区>

 
 四

月
二
十
三
日
（
金
）
十
四
時
か
ら
十
五
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

新
澤
誠
治
（
本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

西
神
田
児
童
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

 

五
月
十
日
（
月
）
十
時
三
十
分
か
ら
十
二
時 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

伊
藤
美
佳
（
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
部
生
活
支
援
学
専
攻
講
師
） 

会
場 

千
代
田
区
役
所 

四
〇
二
号
室 

六
月
四
日
（
金
）
十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

千
代
田
区
役
所 

四
〇
四
号
室 

  

<

浦
安
市>

 
 《
一
般
コ
ー
ス
》 

 

五
月
十
四
日
（
金
）
十
時
三
十
分
か
ら
十
二
時 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
）） 

会
場 

浦
安
市
文
化
会
館
（
予
定
） 

 五
月
十
四
日
（
金
）
十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
）） 

会
場 

浦
安
市
文
化
会
館
（
予
定
） 

  <

高
浜
市>

 
 

四
月
二
十
三
日
（
金
）
十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（
本
法
人
代
表
理
事
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

高
浜
市
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー 

和
室 

           

【
養
成
講
座
開
講
情
報
】 

<

港
区>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（
二
級
）Ⅶ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
八
日
（金
） 

 
 
 
 
 

毎
週
金
曜
日
で
七
月
二
十
三
日
ま
で 

 
 
 
 
 

講
義
と
実
習
を
含
む
三
十
コ
マ 

会 

場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」 

[

問
合
せ
先] 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・
ぽ
ー
と
」池
田 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
五
七
八
六
）三
二
五
〇 

 

<

千
代
田
区>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（
三
級
）Ⅴ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
五
月
十
日
（
月
） 

原
則
毎
週
月
曜
日
（一
部
別
日
あ
り
）で

七
月
十
二
日
（月
）ま
で 

会
場 

千
代
田
区
役
所
も
し
く
は
西
神
田
児
童 

セ
ン
タ
ー 

他 

[

問
合
せ
先] 

あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
事
務
局 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三 

（
六
六
五
七
） 

八
五
三
九 

千
代
田
区
担
当 

榎
本
・
佐
瀬
・蒲
生 

 

<

浦
安
市>

 
 子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
（
三
級
）Ⅴ
期 

開
講
日 

二
〇
一
〇
年
五
月
十
四
日
（金
） 

原
則
毎
週
金
曜
日
（一
部
別
曜
日
あ
り
）

で
七
月
十
三
日
（金
）ま
で 

会
場 

浦
安
市
文
化
会
館
（
予
定
） 

[

問
合
せ
先] 

あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
事
務
局 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三 

（
六
六
五
七
） 

八
五
三
九 

浦
安
市
担
当 

 

榎
本
・
古
閑 

 

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体

の
広
報
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
及
び
当
方
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

お
知
り
合
い
の
方
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
紹
介
下
さ
い
。 



 

 
 

住
友
生
命
創
業
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
『
未

来
を
築
く
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』助
成
事
業
（全

国
自
治
体
職
員
向
け
研
修
（
第
Ⅲ
期
）
）
が
、
二

〇
一
〇
年
一
月
二
十
日
・二
十
一
日
（於 

子
育

て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」）と
二
月
十
五
日
（於 

浦
安
市
文
化
会
館
）で
、
二
回
に
亘
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

第
一
回
報
告 

第
一
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
「
現
政
権
の
理
念
で

あ
る
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
』を
地
域
の
子
育

て
支
援
に
い
か
に
反
映
さ
せ
る
か
」で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
自
治
体
の
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
深
め
る
た
め
、
子
育
て
支
援
に
優
れ
た
実

績
を
積
ん
で
い
る
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
子
育
て
サ
ー

ク
ル
を
、
あ
い
・ぽ
ー
と
に
お
招
き
し
ま
し
た
。 

初
め
に
、
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
調
査
広

報
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
の
澤
春
生
室
長
に
ご
挨
拶

を
頂
き
、
続
い
て
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童

家
庭
局
総
務
課
少
子
化
対
策
企
画
室
の
朝
川
知

昭
室
長
に
、
最
新
の
施
策
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。 

先
進
事
例
報
告
で
は
、Ro

m
antic 

M
others 

S
tyle

（山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）代
表
新
津
幸
様
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
（
新
潟
県
上
越

市
）理
事
長
中
條
美
奈
子
様
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プD

o
ula 

C
lub

（
奈
良
県
香
芝
市
）
代
表

理
事
三
木
幸
様
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド

（大
阪
市
東
住
吉
区
）代
表
理
事
徳
谷
章
子
様
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
頂
き
ま
し
た
。
自
治
体
か
ら
は
子
育
て
行
政

担
当
者
四
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

            

第
二
回
報
告 

  

第
二
回
目
は
、
厚
生
労
働
省
・
港
区
・
浦
安

市
・千
代
田
区
か
ら
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対
象
者
は
自
治
体
職
員
の
方
々
と
共
に
、
子
育

て
・
家
族
支
援
者
、
一
般
市
民
の
皆
様
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
総
計
二
〇
〇
余
名
と
な
り
ま
し
た
。

澤
春
生
氏
（前
出
）
、
朝
川
知
昭
室
長
（
前
出
）
、

浦
安
市
長
松
崎
秀
樹
氏
そ
し
て
本
法
人
理
事
八

名
が
壇
上
に
並
ぶ
な
か
、
十
時
十
五
分
に
研
修

会
は
幕
を
開
け
ま
し
た
。
来
賓
の
御
挨
拶
に
続
き
、

朝
川
室
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
そ
し
て
本
法
人

理
事
八
名
が
各
々
二
分
間
の
短
い
リ
レ
ー
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
投
げ
か
け
た
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
の
テ
ー
マ
は
「地
域
の
子

育
て
・家
族
支
援
者
養
成
」と
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
人
材
養
成
を
担
当
し
て
い

る
四
自
治
体
職
員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
日
向
代
表
理
事
、
汐
見
理
事
の

司
会
の
も
と
、
自
治
体
の
立
場
か
ら
そ
の
実
態
を

お
話
し
し
て
頂
き
、
朝
川
室
長
は
国
の
立
場
か
ら
、

松
崎
市
長
は
首
長
の
立
場
か
ら
ご
意
見
・ご
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
人
材
養
成
と
い
う
時
間
の

か
か
る
事
業
を
進
め
て
い
く
に
は
、
熱
意
だ
け
で

な
く
、
明
確
な
方
向
性
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
市

民
と
行
政
が
常
に
率
直
に
、
粘
り
強
く
相
談
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
休
憩
の
あ
と
は
、
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
の
中
村
柾
子
先
生
に
よ
る
「子
育
て
支
援
の

実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
つ

い
て
」、
お
も
ち
ゃ
の
こ
ま
ー
む
代
表
小
松
和
人
先

生
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
に
必
要
と
さ
れ
る
お
も

ち
ゃ
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
「浦
安
市

子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
活
動
に
学
ぶ
」「
学
童

保
育
」「
こ
ん
ぺ
い
と
う
ひ
ろ
ば
の
実
践
」
「発
達
障

害
の
子
と
ど
う
向
き
合
う
か
」「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

「手
作
り
お
も
ち
ゃ
」の
６
分
科
会
に
分
か
れ
、
各

参
加
者
に
は
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ 

 

【
全
国
自
治
体
職
員
研
修
に
参
加
し
て
】 

 

R
o
m

antic M
o
thers S

tyle

代
表 

 
 

新
津
幸 

 

私
た
ち
を
選
ば
れ
た
意
味
を
よ
く
考
え
て
、
い
ち

母
親
達
の
現
場
を
伝
え
よ
う
と
い
う
思
い
で
の
ぞ
ん

だ
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。 

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
・支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
る
方
々

…
そ
し
て
家
族
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
出
来
上
が

り
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
今
で
き
る
精
一
杯
の
発
表
の
後
、
先

生
方
に
“
よ
く
や
っ
た
！
”
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

と
き
に
は
二
人
で
控
室
で
抱
き
合
い
涙
が
止
ま
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。 

皆
様
に
ま
だ
ま
だ
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
立
場
で

あ
り
な
が
ら
、
私
達
の
勝
手
な
思
い
や
現
状
を
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
感 

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
言
葉
・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

…
ひ
と
つ
ひ
と
つ
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。 

ま
た
皆
様
に
お
会
い
出
来
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い 

と
思
い
ま
す
！ 

       

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー
ズﾞ

・ネ
ッ
ト
理
事
長 

 
 

 

中
條
美
奈
子 

 

「
自
治
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
、

全
国
か
ら
あ
つ
ま
っ
た
受
講
者
の
行
政
の
皆
さ
ん
が

熱
心
に
質
問
し
語
り
合
う
様
子
を
見
て
、
こ
れ
か
ら

各
地
で
多
く
の
良
い
形
の
連
携
が
実
現
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
心
強
く
思
い
ま
し
た
。 

      

て
学
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
一
日
頭
を
使
っ
た
後
は
、

古
武
術
を
介
護
に
取
り
入
れ
た
介
護
福
祉
士
の
岡

田
慎
一
郎
先
生
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
で
の
身
体
の

使
い
方
」
で
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
、
各
分
科
会
担
当
の
講
師

に
よ
る
振
り
返
り
で
纏
め
を
し
、
充
実
し
た
長
い
研

修
の
一
日
は
終
わ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

自
治
体
職
員
及
び
参
加
者
が
、
地
元
に
帰
っ
て
、
今

回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
「子
育
て
支
援
」に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

   

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
】 

 

港
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

保
志
幸
子 

 

今
回
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
子
育
て
・家
族
支
援

者
の
養
成
の
あ
り
方
と
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
皆
さ

ん
と
お
話
し
す
る
機
会
を
得
て
、
あ
ら
た
め
て
、
新

し
い
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
行
政
の
子
育
て
支
援
施
策

の
あ
り
方
を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
行
政
の
み
で
、
区
民
（市
民
）の
必
要
と
す
る
子
育

て
支
援
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
様
々
な
場

で
語
ら
れ
ま
す
が
、
各
自
治
体
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
、

進
め
な
が
ら
探
り
、
ま
た
創
り
な
お
し
て
い
る
と
い

う
実
態
も
あ
り
ま
す
。 

 

港
区
で
は
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
出

会
い
に
よ
り
、
子
育
て
分
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
体

制
が
始
ま
り
、
現
在
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
港
区
に
と
っ
て
先
進
的
で
心

の
こ
も
っ
た
活
動
内
容
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
、
共

に
子
育
て
を
優
し
く
応
援
す
る
可
能
性
が
広
が
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
港
区
民
の
皆
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
支

援
を
共
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

そ
し
て
講
師
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
私
自
身

が
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
日
向
先
生
を
始
め
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
か

ら
は
日
頃
の
活
動
で
は
知
り
え
な
い
よ
う
な
情

報
や
考
え
方
を
直
接
伺
え
ま
し
た
。
様
々
に
活

躍
し
て
い
る
他
団
体
の
皆
様
と
お
話
し
、
交
流

す
る
中
で
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
い
・ぽ
ー
と
の
皆
様
の
、
一
人
一
人

を
尊
重
し
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
姿
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し

た
。 

       

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プD

o
ula C

lub 
 
 

代
表
理
事 

 
 

三
木
幸 

自
治
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
参
加
す
る
方
々
の
真
剣

な
眼
差
し
、
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
私
自
身
が

逆
に
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
実
践
で
き
る
支
援
者
の
育
成
を
テ
ー

マ
に
お
い
た
子
育
て
支
援
を
ど
う
理
解
し
あ
い
、

ど
う
協
働
し
て
い
く
か
？
。
そ
の
協
働
に
息
詰
ま

り
を
感
じ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
今
回
は
改
め
て

協
働
を
考
え
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し 

た
。    

 

目
に
見
え
な
い
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
、

同
じ
支
援
仲
間
と
し
て
互
い
を
尊
重
し
非
力  

を
補
い
合
い
な
が
ら
協
働
を
し
て
い
く
の
が
理
想
。    

出
会
っ
た
皆
さ
ん
と
共
に
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
心
か
ら
そ
う
思
え
た
研
修
で
し
た
。
本
当 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        
 

千
代
田
区
児
童
・家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

吉
野 

紀
子 

 

｢

子
ど
も
と
親
の
育
ち
を
地
域
全
体
で
暖
か

く
支
え
る
ま
ち-

-
-
-

千
代
田｣

を
基
本
理
念
と

す
る
行
動
計
画
の
も
と
、
千
代
田
区
は
子
育
て

支
援
に
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
保

育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
、
国

に
先
駆
け
た
次
世
代
育
成
手
当
、
そ
し
て
何
よ

り
地
域
の
子
育
て
人
材
育
成
で
す
。
昼
間
人
口

の
五
％
、
五
万
人
足
ら
ず
の
住
民
、
そ
の
殆
ど
が

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
と
い
う
都
心
千
代
田
区
で
も
、

支
援
者
養
成
講
座
に
毎
回
十
名
前
後
の
受
講

者
が
参
加
、
少
数
精
鋭
の
認
定
支
援
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
新
た
な

施
策
に
も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
材
と
な
る
で

し
ょ
う
。 

今
回
の
研
修
で
ま
す
ま
す
感
じ
た
支
援
者
育

成
の
大
切
さ
を
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

皆
様
と
と
も
に
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

浦
安
市
こ
ど
も
部
こ
ど
も
家
庭
課
課
長
補
佐 

本
田
恭
代 

 

子
育
て
支
援
の
職
場
に
就
き
四
年
が
経
過
し
、

そ
の
間
受
講
し
た
研
修
は
数
知
れ
ず
。
吸
収
す

る
こ
と
ば
か
り
の
私
が
、
今
回
の
研
修
に
、
話
す

側
で
参
加
す
る
お
話
を
頂
き
、
戸
惑
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
開

催
市
と
し
て
の
思
い
と
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が

あ
り
、
力
不
足
な
が
ら
も
、
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
引
っ
張
ら
れ
る
ま
ま
終

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
伝
え
た
い
趣
旨
が
自
分
の
言

葉
で
伝
え
ら
れ
た
か
、
聞
き
辛
く
な
か
っ
た
か
な

ど
、
反
省
し
き
り
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
経
験

は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
大
日
向
先
生
を

は
じ
め
、
あ
い
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
皆
様
、
私 

の
所
属
す
る
こ
ど
も
家
庭
課
の
仲
間
た
ち
に
感 

謝
し
て
い
ま
す
。 

 

   
 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
フ
レ
ン
ド
代
表
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
谷
章
子 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
催
の

「
全
国
自
治
体
職
員
研
修
」
に
お
招
き
い
た
だ
き
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
感
激
し
た
の
は
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
、
私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
「
仕

事
」と
し
て
と
い
う
よ
り
、
「な
ん
と
か
し
な
く
て
は
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
子
育
て
支
援
に
熱
心
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
当
団
体
は
、
活
動
を
初
め
て
７
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
活
動
は
、
行
政
か
ら
の
「
場
所
の
確

保
」
と
い
う
大
き
な
支
援
で
始
ま
り
ま
し
た
。
法
人

化
や
事
業
の
運
営
・拡
大
に
お
い
て
も
、
委
託
事
業

や
助
成
事
業
が
大
き
な
後
押
し
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
、
地
域
に
役
立
ち
、
そ
し
て

行
政
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
活
動
を
展
開
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
自
治
体
職
員
の
方
と

よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
お

互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

                          
高
浜
市
こ
ど
も
未
来
部
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ 

 

都
築
真
哉  

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
高
浜
市
の
取
り
組

み
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
地
域
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

自
分
自
身
に
と
っ
て
も
、
わ
が
市
に
と
っ
て
も
大
変
い

い
機
会
を
い
た
だ
け
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
養
成

講
座
の
実
施
で
は
、
制
度
を
睨
み
な
が
ら
走
り
続
け

る
こ
と
の
大
変
さ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
の
難
し
さ
な
ど
、

市
区
町
村
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
の
な
い

展
開
が
多
い
中
、
先
生
方
や
支
援
者
さ
ん
た
ち
の

熱
意
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
行
政
が
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
の
か
、
苦
労
の
日
々
で
し
た
。
と
は
い
え
、

こ
の
経
験
を
今
後
の
本
市
の
子
育
て
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
運
営
に
活
か
せ
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 
                ※

自
治
体
職
員
の
方
々
の
肩
書
き
は
、
平
成
二
十
二
年 

二
月
十
五
日
現
在
の
も
の
で
す
。 

 

 
ＮＰＯの代表の方々には、それぞ
れの特色ある活動についてお話
いただきました。 

 
真剣に講義を聴く参加者の方々 

 
どの分科会もみなさん積極的に参加・質問等
なさっていました。 

第Ⅲ期全国自治体職員研報告 

マ
マ
た
ち
の
つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、
子
育
て
を
一
緒
に

楽
し
み
た
い
と
、
古
民
家
を
拠
点
に
若
い
母
親
が
輝
け
る

場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
に
つ
な
げ
た
活
動
を
し
て
い
る

平
均
２
４
歳
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
。
第
２
回
よ
み
う
り
子

育
て
応
援
団
奨
励
賞
受
賞
。 

「子
の
成
長
は
親
の
幸
せ
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
十
数
年

前
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
寸
劇
や
企
業
に
出
向
い
た
子

育
て
講
座
等
を
実
施
。
「子
育
て
す
る
な
ら
上
越
市
」
の

リ
ー
ド
役
を
果
た
し
て
き
た
団
体
。
第
２
回
よ
み
う
り

子
育
て
応
援
団
選
考
委
員
特
別
賞
受
賞
。 

地
域
に
密
着
し
、
０
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
が
交

流
出
来
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
第
１
回
よ

み
う
り
子
育
て
応
援
団
大
賞
受
賞
。
２
０
０
９
年
近
畿
ろ

う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ワ
ー
ド
大
賞
受
賞
。 

グ
ル
ー
プ
名
の
「
ド
ゥ
ー
ラ
」
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
子
育
て
の
サ

ポ
ー
ト
役
を
意
味
す
る
。
「
当
事
者
の
視
点
を
持
ち
合
わ

せ
た
支
援
」
を
目
指
し
、
行
政
と
の
協
働
の
も
と
で
積
極

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
第
１
回
よ
み
う
り
子
育
て

応
援
団
奨
励
賞
受
賞
。 




